様式２
　　「子ども健康相談士」健康相談・健康相談活動実践報告書　　　　　　取り扱い注意

タイトル
１．事例の概要
	【学校種】　　　　　【学年】　　　　【性別】　　　　　　【名前】　　　　　　　【部活動等】

	〇事例の要旨
※支援のきっかけ等（時系列に）
	



２．本人の状態（心と体の健康観察）
	〇既往歴
	

	〇特記すべき
　生育歴
	

	〇学校での様子
（ヘルスアセ
メント）

	保健室来室状況
（保健室登校）
	

	
	発育状況（体型等）
バイタルサイン
	身長：　　　　　体重：　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　）

	
	生活習慣
生活の様子
	

	
	行動・態度・表情
言動等
	

	
	欠席・遅刻・早退等
	


	
	学習状況

	

	人間関係の状況
（心配事・進路・友人関係等）
	

	家庭での状況と家庭での様子
（※本人は◎
男：□　女：〇）
	（家族図）
	

	
３．事例に対する本人・養護教諭・担任（管理職）・学校医・専門家・保護者等の認識

	本人

	

	養護教諭

	

	担任・管理職

	

	保護者

	

	学校医・主治医・SC
SSW・精神科医等
	




４．背景要因の分析
	〇問題の背景や誘因として考えられること、またその理由
	


５．対応に当たっての課題の整理〔対応の方針やポイント〕
	





６．対応の状況
	　対応
　　者
対象
	【子供の訴えと養護教諭の対応】
○子供の訴え
〇職の特質（専門性）や保健室の機能
〇コーデｲネーター（調整的役割）
	【連携・分担（チームとしての取り組み）】
〇担任・管理職・専門家（学校医・精神科医・SC・SSW）・教育相談・特別支援コーディネーター等との連携・分担

	

〇　本人及び（保護者）に対して




	
	


７．対応の結果（帰結）
	





８．取り組みの振り返り（養護教諭の専門性、専門家を活かすチームとしての対応に関わる調整役、専門家との連携・分担、保護者への対応）等の反省や課題
	




９．今後の対応（見通し）
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